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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

１団体名 長根連区自治協議会「ながら防犯」活動隊 

２事業名 長根連区地域自主防犯事業「ながら防犯」 

 

■実施結果 

従来からの 3 本の防犯活動に加えて、今年度より 4 本目の柱として 

「ながら防犯」を開始しました。下記に実施状況を報告します。 

 

「ながら防犯」導入に当たり、3 月に第 1 弾、11 月に第２弾と分けて計５

回の説明会を実施し、参加者を募集しました。現在会員数は合計 250 名で既

に活動を開始して頂いております。 

説明会時には瀬戸警察署、愛知県防災安全局県民安全課の方も来賓として

講演、ご指導を頂き、この活動についての重要性を伝えることが出来ました。 

 

1.下記は説明会の状況写真です。 
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2.この活動を連区内全域に広報する為、又地域に安心を与える為に各種グッ

ズの配布を検討し、下記のようなグッズを携帯、装着しての活動が出来るよ

うにしました。 

 

下記は各種グッズの紹介です。 

 

① キャラクター「長根のなっち」をデザインした黄色いバンダナ 

 

 

加工して 

キーホルダーに 

した方もいます。 

 👈 

 

 

 

② ながら防犯表示マスク 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ながら防犯表示、車用ステッカーシート 

 

 

 

 

 

 

 

④ 防犯ブザー付きライト 
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3.グッズ等を装着しての活動状況を説明いたします。 

 

例1. 自転車で外出中に黄色いバンダナ、防犯ブザーライト装着 

例2. バックに黄色バンダナを付け買い物へ 

例3. 通勤、通学時に防犯ブザー、黄色いバンダナ装着 

 

例4. ペットの散歩時に黄色いバンダナを主人及びペットにも装着 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



32 
 

例5. 車の見える箇所に車用ステッカーを貼りＰＲ 

 
 

例6. ジョギング、運動時に黄色いバンダナ装着 

例7. 地域活動時に黄色バンダナ装着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例8. 自宅掃除、庭の水やり時にも 

黄色いバンダナ装着 

 

 ながら防犯活動の一員（一部） 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

■事業の成果 

1. 従来の防犯活動の決められた時間、場所、決められた人の防犯活動から、 

〇〇しながら…の活動により連区内で活動している方を多く見かけるよ

うになりました。 

 

2. グッズを装着することで、相手からも理解されやすくコミニュケーショ

ンもスムーズに、情報伝達が活発になりました。 

 

3. この活動は不定期の為、気がついたタイミングで、様々な視点からの 

情報が届くようになりました。 

 

4. グッズを装着することで、挨拶もしやすく、又受け入れてもらいやすく 

  地域を明るくすることに役立ちました。 

 

5. この活動に参加することにより各自の防犯意識が高まり、見て見ぬ振り 

が少なくなってきました。（意識改革向上） 

 

6. 防犯意識が強い地域と認識され、犯罪が起きにくい安心で安全な連区に

なりました。 

 

■今後の課題 

1.参加者の増員 

今年度コロナ禍での説明会開催にあたり、時期的、又人数制限もあり、 

説明会開催に苦慮しました。 

 

2.情報の連絡先 

情報は各自が各部署に直接連絡するというシステムとしていますが、 

 情報の連絡先が不明確なため、戸惑いが生じるケースがあります。 

 

（２）今後の取組み 

 

1. 毎年の行事として「ながら防犯説明会」を開き活動参加者を増やしてい

きます。 

 

2. 防犯グッズの工夫を常に行い、興味を引くものを考えます。 

 

3. 毎年、新規町内会役員に会員登録をしてもらいます。 

 

4. 献章制度を作り、各人の励みや意識の向上につなげていきます。 

 


